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 「光 」 はヴ ァー ジニ ア ・ウル フの フ ィク シ ョンにおけ るひ とつ の重要 なモ

チー フで あ り、 これまで様 々な批 評家 ・研究者 か ら注 目され てきた。 こ とに、

「前世紀 の古典」 とも称 され る 『灯 台へ』(10the Lighthouse)に お け るロ

ウソクの光 や灯台 の光 にっ いて は、 「光」 の伝統 的 なイ メジや定義 に基づ い

て、 あるい はフェ ミニ ズム ・精 神分析学 な どの観点か らすで に多角 的な分析

が試 み られて いる。1)一 方 、 同様 に 「光」 が主要な モチ ーフであ るウル フの

短編 小説、 「サーチ ライ ト」("The Searchlight")は 、 Jean Guiguetを 始 め

とす る一部 の批評家 らによ って駄作 とさえ言 われ、 ほとん ど顧 み られて こな

か った。2)わ ず か にJ.W. GrahamやJudith Raiskinに よ って、 その13篇

にわ たる草稿 間 の異 同が調 べ られて い るに とどまる。3)し か しなが ら、 その

数少 な い研 究 の うち のひ とっで あ るGrahamの 論 考か ら明 らか な こ とは、

この作品 がわず か4ペ ー ジ足 らず の ショー ト ・シ ョー トで あるに もかか わ ら

ず、 ウル フが作家 と して の円熟期 を迎 え る1929年 か ら自 ら命 を絶 っ1941年

まで の、 じつに10年 以 上 に もわ た って改稿 を繰 り返 した作品で あ る とい う

ことであ る。 したが って、 この作品 を再考 す ること、特 に、 その主題 で ある

と同 時に他 のウル フ作品 にお いて も重要 な モチ ーフであ る 「光」 に焦 点 を当

てて その作品 を分 析す る ことは、大 いに意 義があ ると思 われ る。 なお、本論

はフ ェ ミニズム批評 や精神分 析学的批評 といった特定の批評理論 を援 用す る

ので はな く、作者 自身 のエ ッセイや 日記 か ら導 き出 され るウルフの美 学 を手

がか りに、 あ くまで もテ クス トに沿 った詳 細な読み を試 み るものであ る。
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 Grahamに よ れば、 「サ ーチ ライ ト」 にお ける作者 の狙 いは、 生 の リア リ

テ ィー を こ とば によ って 表 現 しよ う とす る と き、事 実 に 基 づ く正 確 さ

("factual accuracies")が 不 可 欠 で あ る とい う一 部 の人 々 の認 識 に対 し、

フィクシ ョンこそが同 じ目的を達 成す る為 のよ り優 れ た形式 で ある とい うこ

とを主張す ることにあ った。4)ウ ル フは、 自分 の大伯母Julia Cameronの 友

人 であ りthe Colonial Officeの 役 人 で もあ るSir Henry Taylorが 自伝 で

触 れて いる少年期 のある出来事 に着 目 し、 それを フィクシ ョンに仕立 て上 げ

る こ と に よ って フ ィ ク シ ョ ンの弁 護 を試 み た○ そ の 出来 事 と は、少 年

Henryが か って"Witton―le―Wear"と い う村 にあ った"an old square ivy-

covered border tower"(Graham,382)で 孤 独で退屈 な 日々を過 ごして い

たあ る日、望遠鏡 を覗 いてい るうちに、 あ る農 家の娘が しば ら くぶ りに故郷

に帰 って きた兄 の腕 に飛 び込 む ところを 目撃 し、久 々 に人 間的感情 に触 れた

と感 じた、 とい うもので あ る。5)

 ウル フは この、一見何 の変 哲 もない出来 事 を次 のよ うに脚色 した。 まず、

農家 の娘 とその兄 を、兄弟 で はな く恋人 同士 に した。 さ らに、 その2人 が抱

擁 す る場 面 を 目撃 した少年Henryが 衝 撃 を 受 け、思 わず 自分 の家 で あ る

towerを 飛 び出 し、 その勢 いでthe Colonial Officeへ と通 じる道へ と向か

う、 とい う筋 を付 け加 えた。 わずか これだ けの脚色 で も、 出来 事の イ ンパ ク

トが先程 とは格段 に違 って きた ことが見 て取れ るであ ろ う。作 者 はさ らに、

物語 の内容 だけでな く、 その語 られ方 に まで手 を加 え た。 すなわ ち、当初 は

自伝 の語 り手 であ るHenry本 人 が昔語 りをす る、 とい う形 を とった り、 あ

るいは全知 の語 り手 を採用 して説明叙述 的 に出来事 を語 らせた り して いたの

を、 最 終的 にはMrs, Ivimeyと い う、 自分 と同時代 の人物 を新た に作 り出

し、 その声 にのせてHenryの 物 語 を展開す る、 とい う形 を とったのであ る。

この新 しい語 り手の登場に伴って、テクス トに加わった重要な要素がある。
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それ は、 語 り手Mrs. lvimeyの 語 りの シチュエー シ ョン、 すなわ ち 「枠」

であ る。 それを簡単 に記す と、 時 は20世 紀  お そ らく第一次大戦 と第二

次 大戦 の間  の あ る夜、 場所 は18世 紀 の旧伯爵邸 を利 用 したClubで あ

る。Ivimey夫 妻 を 囲 む一 グル ー プがClubで の 夕食 の後、バ ル コニ ー に出

て くっ ろいで い る。 じっ はGrahamは 、 この枠 の形成 こそ が ウル フの先 の

目的達成 の決 め手 とな った と推 察 して い る。 その理 由 を整理す る と次 の よ う

にな る。 まず、Mrs. Ivimeyと い う、読者(ウ ル フの生 きた時代 の)と 同時

代 に生 き る語 り手 が語 る ことに よ って、読者 がよ りその語 りの場 に聴 衆 と し

て引 き込 まれ やす くな った という こと。 そ して、 語 り手Mrs. iVii/°�'を、

その物語 の主人公Sir Henry Taylorの 曾 孫 とす る ことで、 物語 の もっ とも

らしさがよ り強調 された とい うこと。最後 に、枠物 語 とメイ ンの物語 の時代

を隔 て ることで、2っ の世界 の対照性が際立 ち、 メイ ンの物語 のイ ンパ ク ト

が強 ま った とい うことで あ る。

 「枠」 が加 わ ることによ って物語 の出来 が よ くなったとい うGrahamの 主

張 には頷 ける ものの、そ の根拠 と して挙 げ られた これ ら3点 にはそれぞれ問

題が あ るよ うに思 われ る。 まず、Mrs―Ivimeyと 読 者の同時代性 が物語 に説

得力 を持 たせ るたﾘに 重要 で ある とす れば、 時間が経っ につ れて 当然 、語 り

手 と読者 の間 にギ ャ ップが生 じる ことにな る。 その結果、物語 のイ ンパ ク ト

は次第 に失わ れてい くこ とにな る。 この当時すで にフィクシ ョンの卓 越 した

書 き手 で あ った作 者が、推敲 を重 ねてわざわざ 自分 の物 語の命 を縮 め るよ う

な ことを しただ ろうか。次 に、物語 の語 り手 がその主人公の子孫 であ るか ら

とい って、読 者 はそ れほ ど容易 に物語 に感 じ入 るだ ろうか。読者 を説 得で き

るか どうか は、 む しろ語 りの力 に こそかか って いるので はなか ろ うか。3点

目にっい ては、やや考慮 の余 地が あ る。 とい うの も、 ウルフはこと小説 の ス

タイル に関 して は、 その エ ッセイ"Poetry, Fiction and Future"(1927)か

ら も推察 され るとお り、 いわゆ るPaterian aestheticsに お けるよ うな整 い

や統 一感 よ りも不 整合性 や ギ ャ ップを好 む傾向 にあ るか らで ある。6)こ れ は

ウル フが ひたす ら、生 を有機 的 に表現 す ることに心 を砕 いて いた為 であ る。
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しか しながらこれだけでは、枠物語の効果を十分に説明できたとは言い難い。

しかもGrahamは 枠物語が形成されてい く過程を丹念 に追 ってはいるもの

の、最終的に出版 されたテクス トにおいて枠物語がどのように機能 している

かという点については十分な考察を していないのである。

 で は い ったい、枠物語 の効果 はど こに見 出 され る とい うのか。 この点 に関

して実際 にテクス トの分 析 に入 る前 に、 この短編 の枠 の語 り手 の性質 にっ い

て簡単 に調 べて お くことにす る。枠物語 が生 じた とい うことは、 当然、枠 の

語 り手 とい う存在 が生 じた とい うことを意味 す る。 「サ ーチ ライ ト」 にお け

る枠の語 り手 は、 いわゆ るathird―person narratorで あ るが、 ク ラシック

な枠物 語 にお ける よ うな全知 の語 り手 で はな い。 その は た らきはむ しろ、

Joseph Conradの"Heart of Darkness"に お け るよ うな一人称 の枠 の語 り

手 に似通 っている。Conradの 枠 の語 り手 がMarlowの 話 の内容 につ いて知

らな いように、 ウル フの枠 の語 り手 もMrs―Ivimeyの 話 の顯末 につ いては

ま った く無知の よ うであ り、 したが って、 あたか もMrs. Ivimeyの 話 に耳

を傾 け るClubの 聴 衆 のひ と りの よ うで あ る。 しか しま た、 Conradの 枠 の

語 り手 のよ うに"1"と 名乗 るわけで もなけれ ば正 体 もまった く不明 であ るが

ゆえに、読 者 は思わず、 その声 の主 は全知 の視 点 を有 す る作者 自身 なので は

ないか と錯 覚 させ られて しま う。 この語 り手 はいわば、作品 の中に入 り込ん

で作 中人物 にな りす ま し、作 品世 界を じか に操 る作者 自身 で はないか。 この

よ うな ことを念 頭 にお きっっ、以下、 具体 的に テクス トを見 てい きたい。

II

 Mrs. Ivimeyの 物 語 は、 「サ ーチ ライ ト」 の冒頭か ら程 近 い ところで始 ま

る。 それ は、Clubの 人 々が劇 の催 され るのを待 つ間 の暇 つぶ しと して提供

され る。Mrs. lvimeyは や や戸惑 った後、次 のよ うに話 し始 め る。少 し長 く

なるが引用 してみ ることにす る。
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 [...] He [my great—grandfather] must have been a beautiful boy. 

But queer ... That was only natural seeing how they lived. The 

name was Comber. They'd come down in the world. They'd been 

gentlefolk ; they'd owned land up in Yorkshire. But when he was 

a boy only the tower was left. The house was nothing but a little 

farmhouse, standing in the middle of the fields. We broke in about 

ten years ago. We had to leave the car and walk across the fields. 

There isn't any road to the house. It stands all alone, the grass 

grows right up to the gate ... there were chickens pecking about, 

running in and out of the rooms. All gone to rack and ruin. I 

remember a stone fell from the tower suddenly.' She paused. 

'There they lived ,' she went on, 'the old man, the woman and the 

boy. She wasn't his wife, or the boy's mother. She was just a farm 

hand, a girl the old man had taken to live with him when his wife 

died. [...] But I remember a coat of arms over the door ; and 

books, old books, gone mouldy. He taught himself all he knew 

from his books. He read and read, he told me, old books, books 

with maps hanging out from the pages. He dragged them up to 

the top of the tower the rope's still there and the broken steps. 

There's a chair still in the window swinging open, and the panes 

broken, and a view for miles and miles across the moors.' 

   She paused as if she were up in the tower looking from the 

window that swung open. (269 — 70)7)

語 りの特 徴 にっ いて まず気 が付 くことは、Mrs. Ivimeyが た だひ とっの視点、

か らで はな く、複 数 の視点 か ら語 って い る らしい とい うことで あ る。 この

パ ッセ ージに は3っ の視 点が存在 す る。 ひ とっ は聴衆を意識 した語 り手 と し

ての視点、 2つ 目 は10年 前 に、 曾祖父 が少年 時代 に過 ご した塔 を訪 れた時
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の視点、3っ 目は曾 祖父 自身 の少年 時代 の視点 で ある。 これ らの視 点 は頻繁

に交替す るために、 どの視点か ら語 られて い るのか、 時 と して判別 し難 くな

る。 たとえば、Mrs. Ivimeyが"He must have been a beautiful boy"と

切 り出す とき、Mrs. Ivimeyが 聴 衆 を意識 した語 り手 と しての視点 で語 って

いる ことは明確 であ る。 この視 点 はそ のセ ンテ ンスか ら2―3行 下 のセ ンテ

ンス、"But when he was a boy only the tower was left."ま で 保 たれ る。

しか し、 そ の次 に続 く一文、"The house was noth呈ng but a little

farmhouse[...]."に お いて、視点 はやや曖昧 に なる。 なぜな ら、 そ こに は

それ以前 の どのセ ンテ ンスに も見 られた"he"や"they1'と い った代名詞 が抜

け落 ち、 したが って三人称 的な視点 か ら語 られ てい るのか一 人称的 な視点 か

ら語 られて いるのか判 らないか らで ある。 す なわち、 この一文 の視点 はそれ

まで の視点 を維持 してい るとも言 い得 る し、 また、 先 の3つ 目の視点、少年

時代の曾祖父の視点 へ と移行 して いると も言 い得 るので あ る。 この曖昧 な視

点 はそ の後 に続 くセ ンテ ンス、"We broke in about ten years ago."で す ぐ

に2つ 目の視点、10年 前 のMrs. Ivimeyの 視 点 に取 って代わ られ る。 そ し

て、"There isn't any road to the house"に 至 って は、 すで に、 どの視点

を とって いるのか想像 す ることさえ難 しくな る。 なぜな ら、 そ こに は判 断 の

指 標 となる代名詞が欠 けてい るばか りで な く、 過去形 か ら現在形 への時制 の

移 行が見 られ るか らであ る。 この ように、 このパ ッセー ジは語 りの視点 が不

安定 で あるがゆえ に、極ﾘて 散漫 な印象 を与 え る。

 Grahamは 、 Mrs. Ivimeyの 語 りが錯綜 して い る理 由を、 語 り手が語 り

に不馴 れな為で あると説 明 してい る。 しか しなが ら、Mrs. Ivimeyの 語 りは

短 編 を通 じて常 にその視点 が揺 れ動 いて いるわ けで はな い。 た とえば ―

これ は後 に も述 べ る ことであ るが   Mrs。 Ivimeyの 視 点 は物語 の核心 に

至 って、少年時代 の曾祖父 の視点 とぴた りと重 ね合わ され るので あ る。 した

が って、語 りが この時点 で不安定 であ る理 由は もつと他 の ところにあ ると推

測 され る。

ここで、 「サーチ ライ ト」 の冒頭、Mrs. Ivimeyの 物 語 が始 まる前 の箇所
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に 目を向 けてみ よ う。 そ こに はClubの 建 物を取 り巻 く状況 が描写 されて い

る。 ことに目を引 くの は、訓練 中 のイギ リス空軍 のサーチ ライ トが辺 りを照

ら し出す様子 で あ る。

After pausing to prod some suspected spot, the light wheeled, like 

the wings of a windmill, or again like the antennae of some 

prodigious insect and revealed here a cadaverous stone  front  ; 

here a chestnut tree [...1. (269)

この ようにサ一 チ ライ トは、一 ヶ所 を照 ら し出 した り辺 りを巡 った り、 とい

う動 きを繰 り返 して いる ことがわか る。

 そ こで もう一度、 先 のMrs. Ivimeyの 語 りを振 り返 ってみ ることにす る。

先程 も述べ たよ うに、Mrs. Ivimeyの 語 りはまずは っきりと した視点 か ら始

ま り、 それが次第 に曖妹 にな って い く、 という軌跡 を描 いてい る。 そ して さ

らに注 目す べ きこ とは、 そ の曖昧 さはMrs. Ivimeyが い ったん語 りを休止

して("She paused.")再 び語 り始 め る時、 一時 的に解消 され るとい うこと

であ る。 語 りは次 のよ うに再開 され る。"There they lived,[.― ―]the old

man, the woman and the boy.[...]"こ こ には物語 の初 め に見 られた、 聴

衆 を意識 した語 り手 と しての はっき りと した視 点が復活 してい る。 しか し、

次のpauseに 近 づ くにつ れて、 その視点 はまた次第 に不 明確に なる。

He dragged them [old  books] up to the top of the tower the 

rope's still there and the broken steps. There's a chair still in the 

window with the bottom fallen out ; and the window swinging 

open, and the panes broken, and a view for miles and miles across 

the moors. (270 ; italics mine)

ダ ッシュの後 の情景 はい った い、3っ の視 点の うちの、 どれか ら語 られて い

るのか。 まだ("still")ロ ー プが そ こにあ り、 椅子 がある とい うの は、 Mrs-

Ivimeyの 現 時点 での想 像 で あろ うか、そ れ と も10年 前 に塔 を訪 れ た時 に
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実 際 目に した光景 だろ うか。 あ るいはそれ よ りもは るか昔 に、少年 が 目に し

た塔 の様 子 であろ うか。 この印象 はセ ミコロ ンの後 の"the window"、"the

panes"、"a view"と い う名詞 の羅列 によ って さ らに強 め られる。 これ らは

共 にあたか も時間 の流 れが静止 したか のよ うな物語 空 間を現出 させ、 そ こに

3っ の時が融合 され るのであ る。

 以 上 か ら推測 され る ことは、Mrs. Ivimeyの 語 りが ど うや らサ ーチ ライ ト

の動 き と一 致 して いる らしい とい うことであ る。 す なわち、Mrs. Ivimey自

身 は特 に意 識 した り言及 した りしな いものの、 自身 が身 をお く枠 の世界 にお

けるサーチ ライ トの無作為 な動 きに影 響 を受 けっっ語 ってい ると考え られ る

ので あ る。 サーチ ライ トは、 いわば作者 ウル フの、main narrativeを 操 作

す る装置 であ ると言 えよ う。 では、 そ こに秘 め られた作者 の意 図 とはどのよ

うな ものだ ろうか。

 James Phelanは 、 The Wavesが 読 者 をその物語 世界 に引 き込 んで い く

過 程 にっ いて分析 した論考 のなか で、 次 の よ うに述べ て いる。8)The Waves

の6人 のsoliloquistsは それ ぞれ の どの独 白のなか で もひ とつの思考 や感情

を維持す る ことがな く、 ひ とっの物思 いか ら別 の物 思 いへ と"at random"

に"jump"す る。 この"jump"は 、 いわ ば読 者 がsoliloquistsに つ いて判 断

を下 す のを妨 げるための作者 の企 てで あ り、そ うす る ことによって作者 は、

作 中 に叙情 性 を生 み 出そ うと してい るの であ る。 この説 明 は 「サ ーチ ライ

ト」 の先 の箇 所 に そ っ くり当 て は め る こ とが で きそ うで あ る。 っ ま り、

main narrativeの 散 漫 な語 りは、 テクス トへ の読者 のengagementを 促 す

仕掛 けで あると考 え られ る。 そ う して作者 は、 読者 の意識 のなかに有機的 な

生 のすがたが立 ち現 れ ることを 目指 して いるので あ る。

皿

 そ う したdiscursiveな 語 り の 途 中 、 Mrs. Ivimeyは 出 し抜 け に 次 の よ う

に 言 う。"But we couldn't[.,.]find the telescope"(270).こ の"the
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telescope"は こ こで初 めて言及 され、それが これか ら展 開す る物語 に と って

ど うい う意 味 を持 つ か とい うことは、 この時点で は語 り手 のMrs. Ivimey

に しか分 か らな い ことで あ る。 したが って読者 はその場 の聴衆 とともに面食

らうことにな る。 い った い、 この唐突 と も思 え るテ レス コープの言及 は、物

語 の進展 とどの よ うに関係 して いるのだ ろ うか。

 q/し が る 聴 衆 に 向 け 、Mrs. Ivimeyは 続 け て 、"the telescope"と は 、 自

分 の 曾 祖 父 が 少 年 時 代 に 毎 晩 、 塔 の 上 か ら星 を 観 察 す る 為 に 使 っ て い た 望 遠

鏡 の こ と だ と説 明 す る 。 そ の 時 読 者 は 、 枠 の 語 り手 が 、 再 び サ ー チ ラ イ トの

動 き に つ い て 次 の よ う に 告 げ る の を 聞 く。"And the searchlight seemed

brighter, sweeping across the sky, pausing here and there to stare at

the stars."(270)次 の 瞬 間 、 Mrs. Ivimeyを 始 め と す る 聴 衆 は 、 あ た か も

そ の 物 語 の 少 年 と と も に 星 を 見 っ め て い る か の よ う な 感 覚 を 得 る。 聴 衆 の そ

の 感 覚 はClubの 奥 か ら 聞 こ え る誰 か の 声   `Right you are. Friday.'

  に よ って す ぐに消 え失 せ るのだが、Mrs. Ivimeyだ け は例外 であ る。

Mrs. Ivimeyは そ の言 葉 をぼんや りと繰 り返 し("she rnurmured")、 あ た

か もそ こに語 りの新 たな糸 口を見 出 したか のよ うに再 び物語 を始 め るので あ

る。 その語 りは もはや先 の よ うに複数 の視点 の間を揺れ動 くもので はな く、

過去 の一点 、曾祖 父 の少年 時代 の、 印象的 な出来事 が起 こ ったあ る一 日だ け

に向け られて い る。

 っ ま り、Mrs. Ivimeyのmind's eyeは そ れ までサー チ ライ トの ア トラン

ダムな動 きに同化 していた のだが、 サーチ ライ トが星を照 らし出 して止 ま っ

た瞬 間、 少年 が覗 いてい た望遠鏡 の視野 と一致 し、結果 、Mrs. Ivilneyは 固

定 した語 りの視 点 を得 た のであ る○ それ は、Mrs. Ivimeyが 周 りの状況 を忘

れて、完 全 に 自分 の語 りに没 頭 し始 めた ことを示 して いる。Mrs. Ivimeyの

没 頭 ぶ りが際立 つ のは、Mrs. Ivimeyが 少 年 時代の曾祖 父 と同化 す る時 であ

る。 この時、望 遠鏡 を覗 いてい るのは少年 であ ると同時 に、Mrs. Ivimey自

身 で もある。

望遠鏡を覗いていた少年にある日起 こった出来事をまとめると次のように
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な る。星 を眺めて いた少年 は、 あ る日、地 上 はい った いどのよ うに見え るの

か と関心 を抱 き、望遠鏡 を地上 へ と向 けた。 そ こで少年 は一組 の男女 が抱擁

す る様子 を 目撃 し、衝撃 を受 けて塔 を飛 び 出 し、 走 りに走 って その場所 へ と

辿 り着 いた。そ こに待 っていたのは他 な らぬ、 自身 の妻 となる女性 であ った。

この出来事 を象徴的 に捉 え るな らば、 それ は とりもなお さず少年 の大 人へ の

イニ シェー シ ョン、性へ の 目覚 めを意 味す る といえ よ う。 そ して重要 な こと

は、 少 年が望遠鏡 を通 して抱擁を 目撃 してい る間、 そのinner perspective

が 、 現在 の 自分 の居場所   塔 の上   と時 間 的 に隔 た った未 来 の 自分

の居場所   将 来 の妻 のいる場所   とに 分断 され る ということで あ る。

そ れ は 同 時 に、 こ の 時 少 年 とinner perspectiveを 共 有 して い るMrs.

Ivimeyの 意 識 も同 じ2っ の場所 を揺 れ動 くとい うこ とを意味 す る。 この こ

とは、Mrs―Ivimeyが 、 あ る時 は塔 の上 の曾 祖父 に同化 し ("she thrust

something from her‐the telescope presumably")、 ま たあ る時 は曾 祖父

の望遠鏡 に捉 え られ た曾祖母 と同化 す る("Mrs―Ivimey opened her arms

and closed them as if she were kissing someone")と い った具合 に表 さ

れ る。

 少 年 が将 来 の妻 と出会 う瞬 間は、 したが って、 語 り手Mrs. Ivimeyが2

っ に 分裂 したselvesを 統 合 す る瞬 間 と して聴衆(及 び読者)の 前 に表 され

る ことにな る。 その瞬間 は、偶 然そ の時通 りか か った サー チ ライ トがMrs.

Ivimeyの 姿  herself  を 照 ら し出 す とい う、 非常 に視 覚的 で衝撃

的 な描写 によ って描 き出 され る。

A shaft of light fell upon Mrs Ivimey as if someone had focused 

the lens of a telescope upon her. (It was the air force, looking for 

enemy air craft.) (272)

このよ うな一連 のイ ンパ ク トあ る語 りは、 そ もそ も、折 よ く星 を照 らし出 し

たサーチ ライ トがMrs. Ivimeyに テ レスコー プの安定 した視野 を想起 させ、

Mrs. Ivimeyを 語 りに没頭 させ ることがな けれ ば起 こ りえなか った ものであ

一36一



る。 つま りここで作者 は、 サ ーチ ライ トとい う、無 作為 に事物 を照 らし出す

光 を、テ レス コープ とい う、 一点 を集 中的 に照 ら し出す光へ と変形 させ るこ

とで、main narrativeの 語 りの進行 を巧 み に操作 してい るので ある。

 つ いで に言 う と、 この、他 者 の過去 にお ける重 要 な瞬 間("moments")

の探 求が最終 的 に探求 者 自身 を浮か び上 が らせ るという描写 は極 あて ウル フ

的で ある といえ よ う。「人 間の存在 の根底 に はひとつの共通 のパ ター ンが隠

されて いて、我 々 はそ れ を 通 じて互 いに繋 が って い る」 とい うの はearly

modernismに 共 通 の先入 観 であ るが、 そ こか らウル フは独 自の人物 描写 の

方法、 自身 呼ぶ ところの"my tunnelling process"の ゼaη2:272)を 編 み

出 した ので あ った。 それ は 「自分 の キ ャラ クターの背後 に美 しいcavesを

掘 り進ん でい って そのcavesを 互 いに繋 げ る」(z)iary 2:263)と い うもの

で ある。 そ う言 えば、短編 冒頭 に、 サーチ ライ トが手鏡 に当た って反射す る

("[...] suddenly the light struck straight at the balcony, and for a

second a bright disc shone perhaps it was a mirror in a lady's hand-

bag.")と い うシー ンが あ った。 じっ は これがMrs. Ivimeyが 物 語 を思 い出

す き っか けにな ったわ けで あるが、 そ うす るとこの光の反射 は、 続 く語 りの

内省的 な性 質 を予兆 的 に表 していた と言 うことがで きるか もしれな い。

IV

 と ころで、前章 で触 れ た、Mrs. Ivimeyの 姿 が光 によ って と らえ られ ると

い うシー ンは、単 にサー チ ライ トが語 り手 に当た った とい う事実 以外 に、 な

にか別 の ことを読 者 に暗示 し得 ないだろ うか。 おそ ら く真 っ先 に思 い出 され

るの は、 スポ ッ トライ トが劇 の舞 台上 の役者 に当た る、 とい うイ メジで あろ

う。 そ う言 えば、 この短 編 の冒頭 と結 び には"play"と い う語が見 出され る。

そ もそ も、Mrs. Ivimeyの 物 語 は劇が始 ま るまでの時 間つな ぎ としてClub

の メ ンバ ーに提 供 された のであ り、 それが終わ った後、 メ ンバー らはこれか

ら始 まる劇 へ と心 を 向 ける ことにな るので ある。一見、Mrs. Ivimeyの 物 語
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は劇 とは無関係 のよ うに思 われ る。 しか しなが ら、Mrs. Ivimeyが 語 りに夢

中にな るうちに少年 時代 の曾 祖父 と同一化 し、 あたか も塔 の上で望遠鏡 を操

る曾祖父 そ の人 のよ うに振舞 った後で は、 スポ ッ トライ トを当 て られた役 者、

とい うイ メ ジは じつに 自然 にこの時のMrs. Ivimeyに 当 て はまるので はな

いだ ろうか。

 で は、 そのイ メジの意 味す ることとはい ったい どのよ うなこ とで あろ うか。

Mrs-Ivimeyの 上 に 「スポ ッ トライ ト」 が 落 ちる とい うことは、 Mrs.

Ivimeyを 操 るものの存在 を思 わせ る。 それ はち ょうど、 劇 の監督 が舞 台上

の 役 者 を 操 るよ う に、Mrs. Ivimeyの 語 り の世 界 の 外 側 にあ ってMrs.

Ivimeyを 自分 のキ ャラク ター と して扱 う存 在  す な わ ち、作者 で あ る。

この ことは、作者 が ここで また新 たな語 りの操 作 を してい るとい うことを意

味 しな いだ ろうか。 そ うで あるとすれ ば、 それ は具体 的に はどのよ うな操 作

であ ろ うか。 「スポ ッ トライ ト」 が自分 に向 け られ た後 のMrs. Ivimeyの 語

りを見て みよ う。Mrs. Ivimeyの 聴 衆 は、少年 が望遠鏡 で 目撃 した男女 の う

ち、女 のほ うは少年 の未来 の妻だ とい うことがわか ったが、 それな らい った

い男 のほ うはどうな った のか、 とMrs. Ivimeyに 問 いただそ うとす る。

She [Mrs. Ivimey] turned to look for her cloak. It was on a chair 

behind her. 

 But tell us what about the other man, the man who came 

round the corner?' they asked. 

   'That man? That man ,' Mrs. Ivimey murmured, stooping to 

fumble with her cloak, (the searchlight had left the balcony) , 'he, 

I suppose, vanished.' 
   'The light

,' she added, gathering her things about her, 'only 

falls here and there.' (272)

このよ うにMrs. Ivimeyの 語 りの情熱 はす っか り冷 め て しまい、 おか げで

聴衆 は男 の正体 を聞 きだせず に終 わるので あ る。 この ことか ら、 ウル フが何
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を狙 い としてMrs―Ivimeyに 「スポ ッ トライ ト」 を当て たか が推 察 され る。

それ は、 これ まで短編 の語 りの大部分 を任 せて きた 自分 のキ ャラク タ-を 語

りの任務 か ら解 き放 っ とい うこ とではないだ ろうか。 そ うす ることによ って、

メイ ンの物語 の結末 を保留 しよ うとして いるので はなか ろ うか。

 物 語 の結 びの保留 に よ って解 かれず に終 わ る男の謎 は、読者 に は一見 、た

やす く解 かれ るよ うに思 われ る。 つま りこうい うことで ある。少年 が目撃 し

た男女 の うち女 のほ うが少年 の将来 の妻 であ ったな ら、そ の相手 の男 は将来

の少年 自身 の姿 であ った と考 え られる。 すなわち、少年 が望遠鏡 の む こうに

と らえた男 の姿 は、少年 が思 い描 く将来 の ヴィジ ョンであ り、 その ヴ ィジ ョ

ンを実現 した瞬間、少年 の心 か らその男 の姿が消えた、 とい うわ けで あ る。

そ う考 えれば、 聴衆 を は ぐ らかす かのよ うなMrs. Ivimeyの 言 葉`he, I

suppose, vanished.'は じっ は非常 に誠実 な答 えなので はないか とい う気 が

して くる。 しか しここでふ と、 この言葉 の持 ち うるもうひ とっ の意 味 に読者

は立 ち止 ま らざ るをえな い。 す なわ ち、 そこにはや は りMrs. Ivimeyが 語

る気 を 失 った、 とい う以 上 の意 味 は込 め られ て いな いの で はな い か、"he

vanished"に は、 「自分 (Mrs. Ivimey)の 脳 裏 か らその物語 が消え た」

  「もうこれ以上は語 るっもりはない」というほどの意味 しかないのでは

ないだろうか、ということである。このように、聴衆にとっての謎 は、 もう

少 しで解けそうで解けないじれったい謎 として読者の前に立ちはだかること

となる。物語 における男の正体が、結局のところ物語全体の象徴性を読み解

く鍵を握 っていることに思い至るとき、作者のこの結末におけるはぐらか し

は、 この物語によって作者が狙いとしていたこと  生の リアリティーを

物語によって説得的に示す こと  が中途半端なままになりかねないので

はないか、 とい う感 じさえ抱かせる。

 いったいなぜ、作者 は物語の結末に、このようにわざわざ理不尽 とも思え

る操作を施 しているのか。物語の結末を曖昧にするということに、なにか意

味があるとでもいうのか。それを明らかにするために、曖昧さというものが、

ウルフ文学において どのような意味合いを帯びているのか、 ということをお
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おまか に見 てみ る ことにす る。

 「揺 らぎ」("oscillation,"``vacillation")は ウ ル フの美学 におけ るひ とっ

のキー ワー ドで ある。 そ もそ も、小説 の ジ ャンル にお けるウルフの飽 くな き

ス タイルの追求 は、 「生 の リア リテ ィー とは、 は っき りと感 じる ことはで き

て も言葉 で は表現 される ことのな い沈黙 の領域 に こそあ る」 とい う信念 か ら、

小説 家の仕事 はその領域 を 自身 の技量 で もって活 字 に掘 り起 こす ことだ とい

う使 命感 に支え られた もので あ った。9)こ の 矛盾 に満 ちた 目的を達 成す るた

めに ウル フが作品 に用 いたnarrative techniqueが 、 生成 と同時 に崩壊 す る

よ うな構 造、 いわゆ る"deconstructive aporia"で あ る。 そのtechniqueは

単 語 レベル か らnarrative全 体 の構造 にい た るまで、 ウル フ作品 のいた ると

ころに見受 け られる。 た とえばMakiko Minow―Pinkneyは 、 そ のThe

Waves論 の 中 で、6人 のsoiiloquistsの ひ と り、 Bernardの 優 柔 不断 な性

格 と ため らいが ち な独 白 の文体 に着 目 し、 そ れ は ウル フ 自身 が追 求 す る

  そ して またBernard自 身 が作家 と して生 涯、作 品 に著 そ うとした が少

な くともThe Wavesの な かで は実現 せず に終わ った  "the truth of

life"の す が たそ の もの だ と指摘 して い る。10)ま た、非 常 に単純 でわか りや

す い例 と しては、The Wavesの 最 後 の有名 な一行、"The waves broke on

the shore"(211)が 、 本 の タイ トルを含 む こ とで、作品世 界の生成 と崩 壊を

同 時に指 し示 しうる、 とい ったよ うな ことが挙 げ られ る○

 この ことか らMrs. Ivimeyの 物 語が 、 なぜす っき りと した結 末 を もたな

いのか とい うことを推察す る と、以下 の よ うにな る。 結 びは、 おそ ら く筆者

が先 に推察 したとお りなので ある。 しか し仮 にそれがMrs. Ivimeyに は っ

き りと語 られてい た とすれ ば  た と え ば、「あ の男 は じつ は未 来 の少年

自身 の姿で…」 とい うふ うに  物 語 は読者 に、 どの よ うな印象 を与 えた

で あろ うか。 それは、 フ ィク ションとして あ ま りに も 「出来過 ぎた」 完全 な

装 いを与 え られるが ゆえ に、 「これ は フィク シ ョンで あ る」 とい う事 実 を主

張 す るばか りで、作者が込 めた主張 を読 者 に感 じさせ得 るなん らの陰影 も宿

す ことがなか ったのではないだろ うか。 っ ま り作者 は、結 びを読者 に感 じ取
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らせっっ、 同時 にそれが どこか し ら正 しくないか もしれ ない ことを想 像 させ

ることに よ って、生 の リア リテ ィーに似た と らえが たさを読者 に印象 づ けよ

うと して い るので あ る。

 この よ うに、Mrs. Ivimeyの 物 語 は 「サ ーチ ライ ト」 を通 じて極 めて柔軟

に展 開 し、 しか もそ の語 りは常 に躍動 感 に溢れて いる。 このよ うなflexible

な 語 りの構造 は当然、 枠物語 によ って用意 される語 りの設 定   イ ギ リス

空軍 のサ 一チ ライ トが夜 闇 のあ ちこちを照 ら して いるとい う設 定   が な

けれ ば、読 者の 目にやや不 自然 に映 ったことで あろ う。 さ らに またその構造

は、語 りの場 で起 こ って いる ことを折 に触れ読者 に告 げ知 らせ る枠 の言吾り手

の、示唆 的な コメ ン トによ って支 え られて いる と言 えるだろ う。 読者 は、枠

の語 り手 の コメ ン トに導 かれて、 サーチライ トがあ る時 はア トラ ンダムに、

ある時 は テ レス コー プと して、 またある時 はスポ ッ トライ トの よ うに語 り手

Mrs. Ivimeyの 意 識 に はた らきか けて いる ことを了解 し、 ため らいな くその

語 りの流 れ に身 を委 ね る ことがで きるのであ る。 それは結果 と して物 語 を生

きる ことを、生 の リア リテ ィーを肌身 に感 じる ことを読者 に許 す こ とに なる。

変幻 す る 「光」 とその注釈者 で ある枠 の語 り手 は、 いわ ば、作 品世界 を 自在

に操 らん とす る作者 の道具 で あ り手先 なのであ る。 それ は作者 自身 の姿を隠

しなが ら、 その操 作 の手元 を巧 みに隠 す ヴェールの ような はた らきを して い

る○ 「サ 一チ ライ ト」 は したが って、 わずか4ペ ー ジに満たな い短編 とはい

え、 また、 あま り進ん でいな いウル フの短編研究 のなか で もほとん ど顧み ら

れて こなか った作 品で あ りなが ら、作者特有 の遊 び心 あ る、 また極 めて巧妙

な フィクシ ョン弁護 であ るとい うことがで きる。
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